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日頃から埋蔵文化財の保護 。活用に対し、深いご理解をいただき厚く御礼申し上げます。

西都市教育委員会では、平成 3年度宮崎県児湯農林振興局の委託を受けて、県営農地保全整備

事業 (宝財原地区)に伴う発掘調査を実施しました。本書はその発掘調査結果の報告であります。

今回の調査では、縄文時代早期の集石遺構及び古墳時代後期の竪穴式住居跡などをはじめ、縄

文時代後期の上器や石錘が多量に出上しました。このように、市内において縄文時代後期の上器

及び石錘などの遺物がまとまって出土することは珍しく、また、縄文時代早期の集石遺構が検出

されたことによって、宝財原地区においても古い時代から生活の適地として利用していたことが

判明するなど、大きな成果をあげることができました。

この報告書が、専門の研究だけでなく、社会教育課や学校教育の面にも広く活用されると共に、

埋蔵文化財に対する理解と認識が得られれば幸いと存じます。

なお、調査にあたってはご指導 。ご協力いただいた宮崎県教育庁文化課 。宮崎県児湯農林振興

局 。宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターをはじめ、発掘調査にたずさわっていただいた方々、

並びに地元の方々に心から感謝申し上げます。

平成 6年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 平 野   平



例   言

1,本書は、平成 3年度県営農地保全整備事業 (宝財原地区)に伴い実施した宝財原遺跡の発掘

調査報告書である。

2.発掘調査は、宮崎県児湯農林振興局の委託を受けて、西都市教育委員会が主体となり実施 し

た。

3.調査担当は、I区・Ⅱ区を宮崎県教育庁文化課の石川悦雄、Ⅲ区を蓑方が行った。

4.遺物の実測図作成・拓本 。トレースは宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターの田村とし子・

富永宮子・山崎千恵美・金九琴路
。永峰まり子 。上田寿美子のご協力をいただいた。

5.本書の執筆は、第Ⅲ章の第 2節・第 3節及び第Ⅳ章まとめを石川が担当し、その他の執筆・

編集は蓑方が行った。

6。 本書に使用した方位は磁北である。

7.Ⅲ区で使用した土層・土器などの色調は農林省水産技術会議事務局監修の標準土色帳による。

8.出土遺物は、西都市歴史民俗資料館に保管し、展示される。
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第 I章 序

第 1節 調査に至 る経緯

平成 3年 4月 、宮崎県児湯農林振興局より県営農地保全整備事業として宝財原地区に水兼農道

を建設することから、文化財の所在について照会があった。なお、水兼農道は現道幅約2.5mを 3

mに拡幅し、総延長427.58mに 渡って建設される計画であった。

同地域は、宝財原遺跡として「周知の埋蔵文化財包蔵地」に含まれる地域で、昭和60年度実施

した遺跡詳細分布調査において石錘や石斧など多量の遺物が全地域より発見され、さらに、昭和

63年度に行われた一ツ瀬川土地改良事業のパイプライン坦設工事においても多量の上器・石器が

出上していることからも、重要な地域である。

このようなことから、埋蔵文化財の現状保存について協議を重ねたが、施行上現状保存が困難

なことから、水兼農道予定地全域が発掘調査の対象となった。しかし、すでに、現道ほぼ中央部

を現道に添ってパイプが埋設されていることから、同箇所を除いた部分の発掘調査を実施するこ

ととなった。

発掘調査は、宮崎県児湯農林振興局の委託を受けて、西都市教育委員会が主体となり実施した

が、調査員については市教育委員会が他遺跡の発掘調査を行っていることから県文化課に依頼、

主任主事 (現在主査)の石川悦雄氏に担当していただいた。

第 2節 調査の体制

調査主体

調査員

西都市教育委員会

教   育   長

社 会 教 育 課 長

同 文 化 財 係 長

社会教育課主事

派遣調査員

県文化課主任主事

平 野

清

伊 達

衰 方

平

有卜 男

博 敏

政 幾

石 川 悦 雄

―
-1-一



調査作業員 椎葉重満・権葉智佐子・佐伯民孝・杉田ヨン・横山ヨシ。関屋微子 (故人)

整理作業員 平成3年度 (宮崎県総合博物―館埋蔵文化財センター)
機 陽子・西田節子 '藤崎順子・金子悦子・長苗博子・富永優子
久保田知代子 ■杉尾肇子

平成 4i年度 (宮崎県総合博物館理蔵文化財センター)

杉尾肇子…久保口知代子・富永優子・金子悦子・長田博子

平成 5年度 (宮崎県総合博物館坦蔵文化財センター)

永h4ま り子・田村とし子・富永宮子・上田寿美子・山崎千恵美・金丸琴路
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

西都市は、宮崎県のほぼ中央に位置する内陸都市で、地形としては西方に九州山地を背負った

形容を表し、その九州山地から岬様に南東へ、東へと幾状にも台地が延びている。また、市街地

を中心とする平野部を南流する一ツ瀬川及び支流の三財川 。三納川等が沖積地を潤し、豊かな農

地が形成されている。

西都市の遺跡は、この幾状にも延びた台地上を中心に分布しており、宝財原遺跡も南東に延び

た標高約80m程の宝財原台地上に位置している。その宝財原台地は南東に向かって舌状に延びた

台地であるが、中央部に小さな谷が入っており、台地は2つ に区切られている。眼下には穂北平

野が広がり、その北部を一ッ瀬川が東流し、周辺の水田地帯を潤している。なお、遺跡と低地平

野の比高差は約62mを計る。

この宝財原台地は、従来から石器などが採取される周知の台地で、昭和 60年度に実施された

遺跡詳細分布調査及び昭和63年度一ツ瀬土地改良事業のパイプライン埋設工事の立合調査の際に

もコンテナケース 1箱分程の石錘を含む多量の遺物が出土しており、このようなことから大規模

の集落跡の存在が想定されていた。

宝財原遺跡の北東、一ツ瀬川を隔てた対岸茶臼原台地上には国指定・茶臼原古墳群が分布し、

さらに、その茶臼原台地西側及び南側傾斜面には国指定 。千畑古墳 (前方後円墳)を はじめ数十

基程の横穴墓が点在している。茶臼原古墳群は前方後円墳 3基・円墳52基で構成され、なかでも

首長墓とみられる児屋根塚古墳 (茶臼原 1号墳)は全長110m、 後円部径64m・ 同高さ5.7m、 前

方部幅61m。 同高さ7.lm、 楯型の周堀を有する前方後円墳で、内区に青竜と白虎、外周の銘帯に

は24文字が浮彫りされた舶載の四獣鏡や蛇行剣など貴重な資料が出上している。そして、千畑古

墳は市内に3基存在する有石室古墳のうちの 1基で、その規模は有名な鬼の古墳 (西都原206号

墳)を も凌ぐ大きさである。

また、宝財原台地谷で隔てた南南東、通称 “西都原台地"に は特別史跡・西都原古墳群が群在

し、その中央部には九州随―を誇る御陵墓の男狭穂塚・女狭穂塚古墳の両巨大古墳がその偉容を

誇っている。

さらに、一ツ瀬川を隔てた南東には新田原古墳群が所在する新田原台地を眺望することができ

る。

-3-
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第Ⅲ章 遺構と遺物

第 1節 調査区の設定 (第 2図 )

調査は水兼農道が建設される部分2,500だが対象になったが、道路ほぼ中央部分に大口径のパイ

プが埋設されていることから、拡幅の幅が広い道路東部分を中心に、 トレンチ状に区切って実施
した。そして、全区を I～ Ⅲ区に分け、 I区 (北側)か ら順次発掘調査を行った。 I区及びⅡ区

は石川、Ⅲ区は蓑方が調査担当した。

第 2節  I区の調査

宝財原台地を通る水兼農道部分のうち、台地北側緑辺を東西へ走る道が北側取 り付け道及び台

地南北縦断農道とぶつかる地点までを I区 とし、A～ E区の 5小区に分割 した。そのうちB区は

未発掘区である。

〔1〕 IA区の調査

(1)調査区の概要 (第 3図、図版 2)

IA区 は幅2.3m、 長さ38mで現道なりにゆるやかに湾曲した発掘区である。現状はほぼ水平だ

が、アカホヤ下層の責褐色土は西から東へ緩やかに下っており、発掘区両端では約 2mの比高差

がある。西半では既にアカホヤ層下位まで削平されていて、縄文早期の責褐色層上面で集石遺構

3基とピット5を検出した。東半はアカホヤ層が残在し、その上面で溝 1、 ピット12を検出した。

(2)遺構

1.集石 1(第 4図、図版 2)

調査区西端で検出した。黄褐色土上面に構築されていた。半分は調査区外にかかり、かつ表土

除去時に重機による削平を受けたため全体の規模ははっきりしないが、直径 lmほ どの規模と推

定される。集石株の掘り込みは認められず、配石も無く、石の重なりもせいぜい 2重程度であっ

た。集石を構成している石は基本的に円礫で、それが熱を受けて赤化、角礫化していた。集石の

周囲には、焼け石の散乱が見られた。遺物は検出されなかった。

L          _
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2.集石 2(第 5図、図版 2)

調査区のほぼ中央、黄褐色土上面で検出した。集石は直径約1.5mの指鉢状の土城の中に構築さ

れていて、平面形は一辺が約90cmの 正方形を呈 している。明瞭ではないが、比較的大型の石を周

囲に配し、その中にこぶりの石を充填 している状況が伺える。集石を構成 している石は円礫で、

熱を受けて赤化、角礫化 している。土墳は集石下部で一段深 く掘 り込まれていて、平面形が方形

に近いその規模は一辺がおよそ60cm、 深さは検出面から約35cmである。土墳の周辺には、集石か

ら排除されたと思われる礫が散乱していた。遺物の出土は見られなかった。

3.集石 3(第 6図、図版 3)

集石 2のおよそ 7m東で検出した平面円形と推定される集石である。半分は調査区外にあ り、

直径は 1.2m程 と推定される。下部土墳は見られず石の重なりも顕著ではない。使用された石は

円礫で、熱を受けて赤化、角礫化したものが多い。周囲には排除されたと見られる礫が散乱 して

いた。遺物は検出できなかった。

4.溝 (第 7図 )

発掘区東端から約 5m西で検出した。幅は約80cm、 深さは検出面からおよそ20cmの規模を持ち、

台地の縁辺に向かって南北に掘られている。遺物の検出は無 く、時期、性格などは不明である。

5.ピ ット (第 5。 7図 )

ピットには直径20～ 30cm、 深さ15cm程度の柱穴状のPl～ P7、 P9～ P15と 小土墳の P8、

P16、 P17がある。Pl、 P2は集石 2の周囲にあり、可能性としては集石 2の上屋の痕跡が考

えられるが、時期等が判ぜんとしない。P3～ P5は一列に並んでおり掘立柱建物の一部をなす

可能性があるが対応する柱穴が見当たらない。 P16は長径65cm、 短径50cm、 深さ15cm程 度の楕円

形土竣である。 P17は幅 lm、 長さlm以上、深さ約15cm程 の不整形土壊である。両者 とも遺物

の出土は無 く、時期、性格等不明である。

赤ホヤ下検出 1 赤ホヤ面検出

82,800m

第 7図  IA区 溝・ ピット (1/100)
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(3)包含層出土の遺物 (第 8図、第 1。 3表、図版16)

IA区出土の遺物は少ない。出土層位は耕作土直下でアカホヤ層上層の黒色土である。第 8図

1は無文深鉢の口縁部、 2、 3、 4は底部破片で、いずれも縄文後期の上器と思われる。第44図

198は両面打ち欠き石錘である。

騨 靱
山 _義 性=一=上当 日 _室

け 即
めに ③飴

④

第 8図  IA区 出土縄文土器 (1/4)

〔2〕 IC区の調査

83,000rn――

ID区

(1)耕作上十道路砂利層
(2)明黒褐色土
(3)黒褐色土
14)黒色土層
(5)赤ホヤブロック混入黒色土

lC区            81,500m

0                   5m

(6)黒色土
(7)汚れた黄褐色土
(3)黄褐色土
(9)赤ホヤ細ブロック

第 9図 IC区  土層図・ コンター図 (1/1001

81,500m
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(1)調査区の概要 (第 9図、図版 3・ 4)

調査除外のB区を挟んで、IA区の東に幅 lm前後、長さ約15mの IC区を設定した。顕著な

遺構は検出できず、包含層の遺物取り上げが主たる調査となった。 IC区の基本層位は上から順

に30cm程度の第 1層耕作上、60cm程の第 2層明るい黒褐色土、およそ20cmの 第 3層黒褐色上、約

15cmの第 4層黒色土、20cm前後の第 5層アカホヤ層、約15cmの第 7層汚れた責褐色土、第 8層黄

褐色土と堆積していて、部分的に 5、 7層に替って4層類似の第 6層黒色土が見られる。

(2)包含層出上の遺物 (第 10。 11図、第 1・ 2・ 3表、図版12・ 16・ 20。 21)

I区の中ではC区出上の遺物が最も多く、番号を付けて取上げたものが336点、図化できたも

のは縄文土器38点、石器 6点である。遺物はC区全体に散在していたが、相互に接合する破片は

少ない。遺物は 3、 4、 6層の黒、黒褐色土に包含され、一部 2層 にも土器細片が散見された。

縄文土器片は、早期の塞ノ神式とみられる第10図 5以外はほとんど後期の上器で、市来式や北久

根山式並行の上器が認められる。第10図 27、 36、 38、 40、 42等一部に晩期の可能性のある土器も

ある。石器には石錘30点 (う ち図化 5点)と 円盤状石製品 1点 (第48図 -289)がある。石錘はす

べて両面打ち欠きタイプである。

〔3〕 ID区の調査

(1)調査の概要 (第 14・ 15図、図版 4)

IC区 に連続して東側に長さ約20cm、 幅約1.5mの ID区を設定した。 IA区、IC区 と緩やか

に下ってきた旧地形はID区 の西端で起伏の谷を形成し、そこから東、IE区 に向かって緩やか

な上り勾配に転じていく。 ID区の基本層序は上から約90cmの 第 1層耕作土及び道路敷設時の砂

利層と下部に敷かれた明黒褐色土、アカホヤブロックが混入した20～ 30cmの第 2層黒褐色上、10

cm前後の第 3層 アカホヤ、およそ20cm程の第 4層汚れた黄褐色土、約40cmの厚さを持つ第 5層責

褐色土、20cm前後の第 6層褐色土、同じく20cm程の第 7層責褐色土、10cm程度の第 8層 である堅

いアワオコン、第 9層明責褐色土の順に堆積が見られた。しかし、アカホヤ層が良好に遺存して

いたのは溝 4の東側だけで、その西側ではアカホヤ層は削平を受けていた。 ID区で検出された

遺構.には4条の谷に向かって南北に掘られた溝と若干のピット、性格不明の小さな島状の高まり

がある。4条の溝のうち、溝 2、 3は平面的に検出できず、断面での確認となった。

L
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0             10cm

第11図  IC区 出土縄文土器 2(1/4)

(2)遺構と遺物

1.溝 1(第 12・ 14図、図版 4)

IC区 に隣接するD区西端に南北方向に掘られている。幅 lmか ら2m、 深さ40clllの規模で、

台地端に傾斜している。断面形は逆台形状である。第 2層 もしくはその直下の層位から掘 り込ま

れている。溝に伴う遺物は無い。

2.溝 2(第 13図 )

溝 1に東接する溝で、平面では確認できず断面実測時に気が付いた。断面での規模は上面幅 1

m、 底部幅が20clll、 深さ約50clllの小規模な溝である。

3.溝 3(第 13図 )

溝 2に東接する溝で、これも平面では確認できず断面実測時に気が付いた。断面での規模は上

面幅2.4m、 底部幅力蓮Oclll、 深さ約60clllで ある。

4.溝 4(第 14。 16。 17図、図版 4・ 5)

溝 1か ら東におよそユ5mほ ど離れた、IE区 に近い位置にある。溝上部幅は2.9m、 検出面から

の深さは90cmである。底は一段テラスを持ちその部分の幅は80cm、 最下層の幅は約20cmを測る。

―-13-―



―                      - 8,300m

(1)耕 作土十道路敷砂利
(2)黒 褐色土
(4)汚 れた責褐色土
(5)黄 褐色土
(19)黒色土
(20)粘質黒色土
(21)黒色土
(22)黒褐色

第12図  ID区 溝 1(1/40)

断面形は東側が緩やかで西側が急なV字形で、最下底部はアワオコン層上面に達している。溝の

東側肩直下にピットが掘り込まれているが溝に伴うものかどうか確認できない。溝下部の南壁際
/

に幅30om、 高さ10cm程度の仕切状の突起があり、未発掘区へと続いている。溝の肩は不明瞭で、

第 3層アカホヤ層を切っているのは確認できるが、その上の第 2層黒褐色土を切っているかどう

か判然としなかった。溝埋±15層上面に縄文時代後期のものと思われる石錘等の石器が包含され

ているものの、溝最下層のアワオコン上面に、古墳時代の土師器と思われる丹塗土器細片が検出

され、はっきりした検出層位は不明ながら古代の土師器杯も包含されていたので、少なくとも縄

文後期土器包含層である第 2層は切っているものと考えられる。あるいは、第 2層そのものが古

墳時代以降に再堆積した可能性もある。
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第13図  ID区 土層図 (1/100)
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第14図  ID・ IE区遺構分布図 (1/200)
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第15図  ID・ IE区コンター図 (1/200)
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※ 層位は第13図土層図参照

第16図  ID区溝 4遺物包含面及び土層図 (1/40)

第17図  ID区溝 4平面・側面図 (1/40)
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出土遺物 (第 18図、表 1・ 2・ 3、 図版18。 19)

溝底に貼 り付いた状態で出土したのは、前述のとおり丹塗土師器の細片数点のみであるが、図示

できるものではなかった。溝埋±15層上面からは、縄文時代後期と思われる石錘10点、磨石 1点、

他が検出された。53は土師器杯で調整は内外共ナデ、底部はへら切 り底である。溝中の検出だが

確実な出土層位1よ わからない。275は尾鈴山酸性岩類製の磨石で両端がかなり使い込まれている。

262は完形の両端打ち欠き石錘である。その他の図示しなかった石錘 も、石錘の “未製品"(ナ ll

原石)1点を除いてすべて両端打ち欠き石錘であった。

5.ピ ット (第 14図 )

溝 1と 溝 2の間でPl～ P4、 溝 4の東肩直下でP5を検出した。 Pl、 P2、 P5は 直径約

35cm、 P3、 P4は 10cm程度の小柱穴である。いずれも性格は不明である。

∈緯

餓 鰯 学 ¨
IⅧ
ぽ

0              10             20cn

第18図  ID区 出土縄文土器・土器片錘・土器片加工円盤・土師器郭 (1/4)
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(3)包含層出土の遺物 (第 18・ 44図、表 1・ 2・ 3、 図版12・ 16・ 21)

遺物の出土はほとんどが第 2層であるアカホヤプロックの混入した黒褐色土層からであった。

D区包含層の遺物出土量は多くはないが、図化しえた土器には縄文土器片 6点 (第 18図43～ 46、 4

8～ 50)、 土器片錘 1点 (51)、 土器片加工円盤ユ点 (52)がある。石器には石錘47点 (う ち図化

4点207～ 210)がある。切れ目石錘209を除いてすべて両端打ち久き石錘である。

〔4〕 IE区の調査

(1)調査区の概要 (第 14図 )

ID区 に連続して東側に長さ約22m、 幅約1.8mの IE区を設定した。つ,水管が道路中央に埋設

されているので、 IE区東半分では排水管を挟んで南北に2本発掘区を設定する形となった。 I

E区の基本層序は上から約20clllの第 1層道路基盤層、ユ5clllの第 2層黒色土、10cm前後の第 3層 ア

カホヤ、堅いおよそ20cm程の第 4層褐色土、約40cmの厚さを持つ第 5層暗黄褐色土の順に堆積が

第19図  IE区住居址 (1/401
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見られた。 IE区で検出された遺構には若干のピット、性格不明の指鉢状土墳、竪穴住居趾があ

る。包含層中の遺物はすくなかった。

(2)遺構と遺物

1.竪穴住居趾 (第 19図、図版 6)

対角線から半分の調査で辛うじて規模のわかった床面の一辺の長さは3.14mで ある。残りは排

水管敷設時に破壊されて正確な規模はわからないが、およそ3m四方の方形住居であったと考え

られる。残存部の深さは20cm前後であった。住居はほぼ東西南北に壁が構築されていて、コーナー

部はほぼ直角をなしている。竪穴内に直径約30cm、 深さおよそ20clllほ どの柱穴が 2つ存在するが、

この住居に伴う確証は無い。真ん中の柱穴の南西に径が60cm程で深さが10cm程度の情鉢状不整形

ピットがあり、焼土面と炭化物が確認できたので、これが地床炉であると思われる。住居趾埋土

から縄文土器や石器が、床面直上から土師器が検出された。

住居趾出土遺物 (第21図、表 1・ 3、 図版21)

54～ 56、 58～60は床面で検出した土師器である。54～ 56、 58は奏の破片で56は格子叩き目が施

されている。59、 60は高杯の脚部で円盤充填であり脚裾部は外に大きく屈曲して広がっている。

60の脚軸部はエンタシス状を呈している。縄文土器62、 65、 71、 石錘213は埋土中から検出された。

62は深鉢の胴上半部で貝殻文による疑似磨消縄文が施文されている。65は深鉢の胴部小破片で数

条の沈線が施されている。いずれも後期後半のものと考えられる。70、 71は晩期のものと思われ

る深鉢の底部で70の底部は木の葉底である。石錘213は両端打ち欠きの完形品である。石錘はこ

の他に8個あり、 “未製品"のひとつを除いてすべて両端打ち欠きタイプである。

2.土墳 (第20図、図版 7)

IE区の東端、住居趾からおよそ10mほ ど離れて性格不明の楕円形土装を検出した。土娠の南

半部は未発掘区にあり、かつ、北半都も排水溝により半分が破壊されている。土渡の短径は約4.7

m、 深さは約 lmの規模を持つ。短軸の断面形は底の広い悟鉢状で、短軸幅はおよそ3mを測る。

床面中央には長径37clll、 短径25cmで深さ20cmの柱穴状ピットがあり、その北側には長さ1.3m、 推

定幅50cm程度、深さ10clll程 の長方形土境が長軸を南北にして掘られている。土墳は第 1層直下か

ら掘り込まれていて埋土は一挙にではなく、徐々に充滴した状況を示している。遺物は埋土中か

ら若千が検出された。

―-20-―
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

耕作土

黒色土

赤ホヤ

硬い褐色土

暗黄褐色土

自パミスブロック混入褐色土

第20図

(7)汚れた硬い黄褐色土
(8)暗褐色土
(9)硬い褐色土
(10)暗褐色土
(11)暗褐色土
(12)黒褐色土

IE区土壊 (1/50)

―-21-―

(13)汚れた黄褐色土
(14)褐色上十白パミス
(15)褐色土
(16)黒色土
(17)硬い褐色土

(6)



土墳出土の遺物 (第22図、表 1・ 3、 図版16)

縄文土器片は幾つか出土しているが、図化できたのは63、 70の 2点である。631よ 後期後半頃の

浅鉢の胴部小片で磨消縄文が施文されている。70は晩期前半と思われる深鉢の底部で底は木の葉

底である。両端打ち欠きの石錘212も 出土した。

3.ピ ット (第 19。 20図 )

住居の西壁外及び土墳の西に隣接してピットを3つ検出した。土墳際のピットは径20clll、 深さ

45911、 住居趾際のピットは径25clll、 15clllで深さはいずれも15cm程度のものであった。

(3)包含層出上の遺物 (第22図、表 1・ 3、 図版13・ 16)

遺物のほとんどはアカホヤ層上面の耕作土出上のもので、図示できた上器は7点 (6と、64、 66

～68、 72、 57)あ り、 1点は土器片加工円盤 (72)で ある。縄文土器には市来式 (61)な ど後期

のものが多く、一部晩期と思われるの突帯文土器 (68)等が認められる。石器は石錘が10点程出

土した。いずれも両端打ち欠き石錘である。

〇

0                             21

E区住居 l■出土土師器 (1/4)
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第 3節 Ⅱ区の調査

台地横断農道のうち、北端から中央にかけての部分をコ区とした。Ⅱ区は排水施設等の関係上

AからIま で9分割した。そのうちⅡA区は遺構、遺物が皆無のため、ⅡG区は排水施設で発掘

できる余地がほとんどなく未調査区としたため記述から割愛した。

〔1〕 ⅡB区の調査

(1)調査区の概要 (第23図、図版 8)

ⅡA区の南に長さ6m、 幅1.5mの発掘区を南北に設定 した。 IB区の基本層序は耕作土の第 1

層、第 2層の明黒褐色上、遺物包含層である第 3層の黒褐色土、硬い褐色上の第 4層 である。 3

層はB区北半では見られない。

-84,3001n

(深さは1/40)

(1)

(2)

(3)

(4)

耕作土

明黒褐色土
黒褐色土

硬い褐色土

0              2m

第23図 ⅡB区遺構分布図・土層図 (1/50)

―-24-―



(2)遺構 (第23図 )

B区に顕著な遺構はほとんど無 く、

深さ50cm程度の柱穴と思われる小 ピッ

卜を検出したのみであった。いずれも径25cm、3つのビッ

トである。

溝 1  溝 2

第24図 IC区 遺構分布図 (1/100)

(1)耕作土
(2)耕作土
(3)明黒褐色土
(3)′ 暗褐色土

(3)″ ピット8埋土

(4)軟褐色土

〔2〕 ⅡC区の調査

(5)硬褐色土
(6)粘質暗褐色土
(7)粘質褐色土
(8)白色パミス混入粘質褐色土
(9)粘質硬褐色土
(10)黒褐色土

(1)調査区の概要 (第24図、図版 8。 9)

ⅡB区の南に長さ 9m、 幅3.3m程のIC区 を設定 し

た。C区 は調査区の真ん中に排水溝が敷設されていた

ため、それを挟んでの掘 り下げとなった。 IC区の基

本層序は現耕作土で20clll程度の第 1層、第 2層 で20～

40clllの撹乱土 (ビニール混入)、 遺物包含層である30

clll程の第 3層明黒褐色土及び10～ 20cm程度で柔 らかい

褐色上の第 4層、第 5層で20cm程度の硬い褐色土であ

る。 4層 はC区北半では見られない。アカホヤ火山灰

は存在 しない。遺構は比較的密度が高 く、14の ピット

と2条の溝を検出した。

P7

P9

ワ

|:

）
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(2)遺構と遺物

ユ.溝 (第24図 )

上部幅90om、 底部幅45cm、 深さ20clll程の溝 1と 上部幅40cm、 底部幅25cm、 深さ12cm程 の溝 2が

ある。いずれも東西方向に掘られているが、時期、性格ともわからない。

遺物 (第26図、表 1。 2・ 3、 図版13・ 16。 18。 19)

溝 1か ら沈線の施された縄文後期土器片 (85)と 石錘 2個、叩石が出土した。

2.ピ ット (第24図 )

ピットには土墳状のPl、 P4～ P8、 P llと 柱穴状の P2、 P3、 P9、 P10～ P12、 P14

がある。Plは長径1.2m、 短径75cm、 深さ17cm程度の楕円形土媛、P4、 P5は半分程度調査区

外に存在 し、径がそれぞれ60om、 70cm、 深さが15cm程度の浅い円形土墳と推定される。 P6は 調

査区外に一部が延びており長さ80cm以上、幅80om、 深さ15cm程度の方形土墳である。 P7は 幅30

om、 長さ75cm以上、深さ20cm程度の長楕円土壊で、一部未発掘区に延びている。 P8は 最大幅 1

m、 長さ1.25m以上、深さ13cm程度の不整形土墳、 P llは 一辺が50cm、 深さ10cm程度の方形小土

墳である。柱穴状のピットは径20～ 30cm、 深さ30cm程度の規模を持つ。

遺物 (第26図、表 1。 3)

P4か ら縄文後期の貝殻条痕調整土器片 (88)、 P8から波状口縁で内面に曲沈線文の施され

た後期土器片と西平期の磨消縄文土器片、P10か ら両端打ち欠き石錘 3点が出上した。

(3)包含層出土の遺物 (第26。 47・ 48図、表 1・ 2・ 3、 図版13。 16。 18・ 19)

遺物は3層の黒褐色土と4層 の褐色土層から出土した。両層で土器の時期差は見られない。呑

号を付して取上げた遺物のうち図示できた縄文土器は14点で市来式 (84)や波状口縁 (86、 91、

93)な ど後期のものが多い。底部には晩期のもの (100～ 102)が見られる。石器には磨石 (268、

269、 277)、 叩石 (272)及 び両者兼用石器 (264)や石錘がある。磨石の2771ま尾鈴山酸性岩類製

である。64個 (う ち実測 8個)の石錘の未製品の 1点を除いてすべて両端打ち欠き石錘である。

―-26-一
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第26図 ⅡC区出土縄文土器 (1/4)

〔3〕 ED区の調査

(1)調査区の概要 (第27・ 28図、図版 9)

ⅡC区の南に長さ7.2m、 幅3.3m程のⅡD区を設定した。D区 も調査区の真ん中に排水溝が敷

設されていたため、それを挟んでの掘 り下げとなった。ⅡD区の基本層序は20～ 30cmで現耕作土

|

―-27-―



である第 1層、第 2層で40cm前後の撹乱土、遺物包含層である20cm程度の厚さを持つ第 3層 明黒

褐色土及び20cm程度の柔らかい褐色上の第 4層、それぞれ20cm程の厚さを持つ第 5層 の硬い褐色

上、第 6層の硬い暗褐色上、15cm程の第 7層粘質褐色土、10clll程度の第 8層 白色パミスが混在す

る責褐色粘質上である。アカホヤ火山灰は検出できなかった。顕著な遺構は無く、 2つのピット

を検出したのみであった。

(2)遺構と遺物

1.ピ ット (第27図 )

直径50cm、 深さ15cmの ピットと直径30cm、 深さ14cmの ピットを検出したが時期、性格等は不明

である。検出面は第 5層 の硬い褐色上上面である。

(1)耕作土
(2)耕作土
(3)明黒褐色土
(4)軟褐色土
(5)粘質硬褐色土
(6)粘質暗褐色土
(7)粘質褐色土
(8)白色パミス混入黄褐色土

P20    も海
0            3m

第27図  ⅡD区遺構分布図 (1/1001

第28図  ⅡD区土層図 (1/60)

84,300m

(1)

(2)

①
一ω

2m
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(3)包含層出上の遺物 (第29・ 45。 48図、表 1。 2。 3、 図版14。 17。 18。 19)

遺物は 3層、 4層から出上 した。番号を付けて取上げた82個のうち図示した縄文土器は 4層 出

土の10点 (103～ 112)で、沈線の施された後期後半のものが多い。石器には尾鈴山酸性岩製磨石

(276)と 砂岩製石皿 (265)、 スクレーパー、石錘35個 (う ち実測223、 224)がある。石錘は未製

品の 1点 を除いてすべて両端打ち欠き石錘である。

亀 鰯 吃

鶴鶴呻靱 徽鰯 ‰沙
⑩    ⑪        

⑩

嘘に比江ツ①叫
10                20cm

)  9   中   q

第29図 ⅡD区出土縄文土器 (1/4)

〔4〕 ⅢE区の調査

(1)調査区の概要 (第31・ 32図、図版10。 11)

HD区の南に長さ約28cm、 幅1.6mの発掘区を設定した。HE区の基本層序は約20cmの 耕作土 と

道路床のバラスである第 1層、現耕作土下部に当たる第 2層で10cm前後の硬い褐色上、やはり幾

分古い耕作土と思われる20cm程度の厚さを持つ第 3層硬い明褐色土層、土器包含層である20～ 40

cm程度の第 4層黒掲色土、20cm程の厚さを持つやや汚れた明褐色土の第 5層、10～ 20cmの 厚 さを

持つ第 6層のアカホヤ、20cm程度の厚さの暗褐色土の第 7層、硬い褐色粘質土の第 8層 である。

遺構には半分検出した竪穴住居 1軒、48個のピット群がある。

―-29-―



(2)遺構と遺物

1.竪穴住居趾 (第30図、図版10)

E区北端から17.5mの位置で竪穴住居趾を検出した。竪穴部は方形平面と考えられるが半分以

上が未発掘区にあるため、はっきりした形状、規模はわからない。南北方向の幅は3.6m、 東西方

向の検出幅は1.5mを測る。検出面であるアカホヤ上面からの深さは30cm前後である。竪穴床面中

央部には幅1.3m、 深さ15cm程度の円形基調の不整土媛があり、北京都には長さ58cm、 幅50cm、 深

さ 7 cm程 の長方形土墳が壁と平行に掘られている。北と西側壁沿いに幅15cm、 深さ 5 cm程 の小溝

が掘られているが、北では75cm、 西では1,7m続 くだけでとぎれている。柱穴は 5つあるが主柱穴

とするには浅過ぎる。可能性としては4本柱ではなく、無柱 もしくは 2本柱が考えられる。堅穴

の掘 り込みは第 5層上面からであるが、第 5層 は縄文後期の包含層なので、本来の掘削面は削平

されていると見られる。

遺物 (第33・ 35。 45・ 47・ 48図、表 1・ 2・ 3、 図版14。 15。 17・ 19。 21)

住居趾に伴う遺物は埋土上層に多 く床面検出のものは多くない。上層の遺物には新相の市来式

(132)や西平期の沈線文土器 (122)な ど縄文後期後半の土器や後期の沈線文土器などがある。石

器には尾鈴山酸性岩製磨石 (273、 284)、 両端打ち欠き石錘 (232)な どがある。住居趾本来の出

土遺物に床面出土の上師器がある。159～ 161は叩き調整された奏で159に は脚が付 く。162～ 165も

甕と思われる底部である。古墳時代であるが詳細な時期は判然としない。

2.ピ ット (第31図、図版10)

2つの土墳状ピットと46の柱穴状ピットを検出した。P8、 P48は土壊状のピットでP8は 幅

約85cm、 深さ10cm程度の浅い不整方形状土墳、P48は長径75cm、 短径50cm、 深 さ10cm程度の楕円

形土墳で、底部中央に径25cm、 深さ20cm程の柱穴が穿たれていた。Pl～ P7、 P9～ P47は柱

穴状のピットで径20～ 30cm程度である。深さは 5～ 18om程度の浅いもの、25～ 58cm程度の深いも

のの 2つのグループがある。いずれも建物等に復元することはできなかった。

遺物 (表 3)

P38、 39か ら完形の両端打ち欠き石錘が 1点ずつ出土した①
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明黒褐色土

黒褐色土
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やや汚れた黒褐色土

明掘色土

赤ホヤ
暗褐色土

181 粘質硬褐色土
10 汚れた裾隆土
tJ 赤ホヤブロック混入褐色土
12 炭化物混入黒掘色土
Q9 赤ホヤブロック混入黒福色土
On 赤ホヤブロック混入暗黒掘色土
19 汚れた赤ホヤブロック混入暗黒褐色土
00(8)層 が混じった10層 (貼床 ?)
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第30図 IE区住居l■平面図・土層図 (1/501 第32図 ⅡE区土層図 (1/501
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第35図  工E区住居l■出土土師器 (1/4)

(3)包含層出上の遺物 (第 33・ 34・ 45。 47・ 48図、表 1・ 2。 3、 図版 14。 15。 17・ 18。 19。 20・ 21)

E区の包含層出上の遺物は番号付きで取上げたものだけで375点 あ り発掘区全面に散布 してい

た。出土層位は 4層黒褐色土と5層褐色土である。両者出土土器に時期差は認められなかった。

縄文土器には西平式類似の磨消縄文土器 (121)や 沈線文 (114、 124、 125、 127、 131)、 刺突文 (117)

の施されたもの、波状口縁 (128、 133、 139)の ものなど、後期後半のものが多 く見られる。曲沈線

文の施された波状口縁深鉢 (134)も見られる。石器には未製欠損品である磨製石斧 (287、 286)、 ス

クレーパー (290)、 磨石 (278、 279、 280、 281～ 285)、 叩石 (274)、 叩 。磨石兼用石器 (271)、 石皿

(266)、 凹石 (267)、 円盤状石製品 (292)、 石錘がある。叩石と270、 278、 281を除いた磨石は尾鈴山

酸性岩製である。石錘は67個 (実測は4個)出上 した。未製品である4個 を除いてすべて両端打

ち欠き石錘である。

〔5〕 HF区の調査

(1)調査区の概要 (第36図 )

ⅡE区の南に長さ約12.5m、 幅1.8mの発掘区を設定した。HF区の基本層序は約20omの現耕作

土である第 1層、第 2層で30cm前後の硬い褐色土、遺物包含層である20cm程度の厚さを持つ第 3

層黒褐色土層、20cm程度の第 4層 アカホヤ、20cm程の厚さを持つ第 5層暗褐色土、第 6層 の硬い

粘質褐色土である。遺構は検出できなかったが調査区北側で幅40cm、 長さ75cm、 厚さ4 cm程度の

不整形な焼土面をアカホヤ層上面で確認した。
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84,000m (1)耕作土

(2)硬暗褐色土

(3)黒褐色土

(4)赤ホヤ

(5)暗褐色土

(6)粘質硬褐色土

(6)

0       1m

第36図 ⅡF区土層図 (1/50)

(2)包含層出土の遺物 (第37・ 45図、表 1。 2・ 3、 図版15。 17・ 21)

遺物はアカホヤ上の第 2層褐色土と第 3層黒褐色土から出土 した。取上げた71個の遺物の内図

示したのは縄文土器片13個 と石錘 5個で、縄文土器には新相の市来式 (168、 170)、 鐘崎期の磨消

縄文 (166、 167)、 など後期後半の土器がある。底部には網代底 (172～ 174)と 木の葉底 (176)の もの

がある。177は土器片加工円盤である。石錘はすべて両端打ち欠き石錘である。

穏議綽盟がⅧ‖『⑪

~ツ

患

t― ″//////>⑭

0             10CIl

第37図  ⅡF区出土縄文土器・土器片加工円盤 (1/4)

乾葵鋭

―⑥
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〔6〕 ΠH区の調査

(1)調査区の概要 (第38。 39図 )

ⅡF区の19m南 に、未発掘区のⅡG区を挟んで長さ約5.9m、 幅1.5mの ⅡH区 を設定 した。 Ⅱ

H区の基本層序は約20cmの耕作上である第 1層、第 2層で20cm前 後の明褐色土 (下部耕作土)、

20clll程度の厚さを持つ、陶磁器を包含する第 3層硬い黒褐色土、15cm程度の第 4層黒褐色土、20

cm程の厚さを持つ、縄文後期遺物包含層である第 5層 明黒色上、第 6層のアカホヤ、第 7層 の黒

褐色土、硬い粘質の褐色上である。遺構は 6層 アカホヤ上面で16の ピットを検出したが、実際の

掘 り込み面はさらに上層と考えられる。

0               2m

第38図  ⅡH区遺構分布図 (1/50)

――- 84,000rn

単
②
(3う

14)

(7)

第39図  ⅡH区土層図 (1/50)

(2)遺構と遺物

1.ピ ット (第38図 )

ピットには土墳状 Pと 、P4、 P6、 P9、 P10、 P12、 P14、 P16と 柱穴状の P2、 P3、

P5、 P7、 P8、 P ll、 P13、 P`15がある。Plは長径88cm、 短径40cm以上、深さ16clll程度の

楕円形土媛、P4は径38cm、 深さ25cmの 円形土娠、P6は長径63cm、 深さが29clll程度の楕円形土

壊である。P9は調査区外に一部が延びており長さ55cm、 幅25cm以上、深さ29cm程度の楕円形土

0       1m

―

Ｑ

９

●

徹

耕作土    (5)黒 褐色土
明黒褐色土   (6)赤 ホヤ
黒褐色土   (7)黒 褐色土
黒褐色土   (8)粘 質硬褐色土

Эサ 砕
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墳である。 P10は幅30cm、 長さ55cm、 深さ26clll程度の楕円土墳で、一部未発掘区に延びている。

P12は最大幅50cm、 長さ63om、 深さ30om程度の楕円形土墳、P14は径が43cm、 深さ31 cm程度の円

形小土媛である。P16は幅38cm、 長さ68cm、 深さ19clll程度の長方形土墳である。柱穴状のピット

は径20～ 30cm、 深さ15～65cm程度の規模を持つ。そのうちP2は Plの、P5は P6の 中に掘 ら

れている。

(3)包含層出上の遺物 (第40'45図 、表 1・ 3、 図版15。 17・ 21)

遺物の出土は第 2層明黒褐色土と第 5層黒褐色土である。遺物は130点 ほど出土 したが、図示

できたのは土器 7点、石錘 5点である。陶磁器 (183～ 185)は第 2層出土で青磁 (183)、 染付 (185)、

橋鉢 (184)がある。古墳時代以降の土師器と思われる182と 縄文土器は第 5層から出上 した。磨消

縄文 (179)な ど後期の上器である。石錘は図示 したものなどほとんどが両端打ち欠き石錘だが、

片端打ち欠き石錘と未製品 1点ずつがある。

⑩

第40図

0              10clll

ⅡH区出土縄文土器 。上師器・陶磁器 (1/4)

〔7〕 Hi区の調査

(1)調査区の概要 (第41・ 42図、図版11)

ⅡH区の南に長さ約 4m、 幅1.5mの発掘区を設定 した。Ⅱ I区の基本層序は約20cmの耕作土で

ある第 1層、第 2層で30om前後の明褐色上、20cm程度の厚さを持つ第 3層黒色土層、40cm程度の

第 4層黒褐色土、20cm程の厚さを持つ第 5層 アカホヤ、第 6層の黒褐色土、硬い粘質褐色上の第

畿
⑩

⑩
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P3

⑬

第41図  Ⅱ

0              2m

I区遺構分布図 (1/501

――- 84,000=n

(1)耕作土

(2)明黒褐色土

(3)黒褐色土

(4)黒褐色土

(5)赤ホヤ

(6)黒褐色土

(7)粘質硬褐色土

第42図 Ⅱ I区土層図 (1/50)

7層である。遺構は検出できなかったが調査区北側で幅40cm、 長さ75cm、 厚さ 4 cm程度の不整形

な焼土面をアカホヤ層上面で確認 した。第 2層 には陶磁器が、第 3、 4層 には縄文後晩期の土器

片が包含されていた。顕著な遺構は無いが、ピットが 3つ検出された。

(2)遺構 (第41図 )

1 ピット

Pと 、P2はそれぞれ径42cm、 35cm、 深さ20cm程度の円形土墳、P3は径 20clll、 深さ30cm程の

柱穴である。

(3)包含層出上の遺物 (第43・ 46図、表 1・ 3、 図版17)

遺物包含層は陶磁器を出土する第 2層明黒褐色土と縄文後期土器を出土する 3、 4層 の黒褐色

上である。60点の遺物のうち図示したのは土器 3点、石錘 6点 で、1861よ沈線文の施された後期

0      1m

―
(4)
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縄文土器、1901よ縄文後期と思われる土器片錘、193は近世の染付皿である。石錘はすべて両端打

ち欠き石錘である。

Ｑ
Ｎ
Ｎ
響
　
⑩

‐③

‐　　の

186、  190、  193: Ⅱ I[乙    187、  189: Ⅱ[乙

188、 191、 192、 194～ 196:表採   197:猪飼育場付近

第43図 II区 出土及び表採縄文土器 。土器片錘・土師器・須恵器・陶磁器 (1/4)
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198^-199:

200-206:
207--210:

211～213:

A区
C区
D区
E区

第44図  IA～ IE区出土石錘 (1/3)
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第45図 ⅡC～Ⅱ F区出土石錘 (1/3)
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第46図 ⅡH～Ⅱ I区出土石錘 (1/3)
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ヽ

曲 屯 鏡 そ
272:IC区   265:Ⅱ D区

"5:ID区
 弱∝郷K"∝別 、野欲

"4:Ⅱ
E区  9   甲    2p硼

264、 268、 269、 272:IC区

第47図  I～ Ⅱ区出土石皿・凹石・磨石・叩石 (1/4)
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塩   ~⑩

289:IC区
277:Ⅱ C区
276:Ⅱ D区

喰 碗 吼 ∞

鏡
0              10cm

288:Ⅲ C区
291:表採

―

⑪

第48図  I～ Ⅱ区出土及び表採石器 (1/4)
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器 種 等 部 位 出土区 遺存度 時 期 調 整 等 備 考

1 深鉢 口縁部 A l 破片 縄文後期 内外 ナデ
2 深鉢 底部 A 2 1/4 縄文後期 内外 ナデ
3 深鉢 底部 A 1/4 縄文後期 内外 ナデ 底 条痕
4 深鉢 底部 A 1/6 縄文後期 ? 内外 ナデ
5 深 鉢 胴上半部 C 破片 縄文早期 ? 内外 ナデ it線文,塞ノ神式 ?

6 深 鉢 ? 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ it線文,脚台付き皿 ?

7 深 鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 外 貝触 ナデ 内 貝練 洟状口縁 貝殻腹縁押引文,市来系

8 深鉢 胴上半部 C 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕 貝殻腹縁刺突文,市来式

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕 市来式

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線羽状文,北久根山式期 ?

ll 深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 外 ナ デ 内 ナデ,条痕 沈線羽状文,北久根山式期 ?

l 深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ 波状口縁,内外沈線

1 深鉢 口縁部 C 3 破片 縄文後期 内外 ナ デ 押圧縄文

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナ デ 沈線文

深鉢 日縁部 C 5 破片 縄文後期 外 ナ デ 内 貝殻条痕 波状口縁,沈線文

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 外 条痕後ナデ 内 ナ デ 波状口縁

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 波状日臓日辱勝競財翻刻日,隔剖民測繭抑挨文

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外  ミガキ 口唇部縄文,北久根山期 ?

К 深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 日縁部 C 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕
と 深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 外 貝殻条痕 内 ナ デ

2イ 深鉢 口縁部 C 破 片 縄文後期 内外 ナ デ

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 ? 内外 ナ デ 突帯 1条

深鉢 口縁部 C 破片 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナデ 波状口縁 ?,脚台付き?

27 深鉢 回縁部 C 破片 縄文晩期 内外 ナデ 子し列文

28 深鉢 底部 C /5 縄文後期 内外 ナデ
深 鉢 底部 C /4 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 C /4 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナデ

3] 深鉢 底部 C /6 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 C /4 縄文後期 内外 ナデ

深鉢 底部 C /2 縄文後期 外 貝殻条痕 内 ナデ 網代底

深鉢 底部 C /4 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底 郡 C /6 縄文後期 外 ナデ
深鉢 底部 C /4 縄文晩期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 C /ユ 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 C /2 縄文晩期 ? 外 貝殻条痕 内 ナデ 網代底 ?

深鉢 底部 C 1/2 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナデ 網代底

深鉢 底部 C 1/4 縄文晩期 ? 内外 貝殻条痕 木の葉底

深鉢 底部 C 1/4 縄文後期 ? 内外 ナデ

深鉢 底部 C と/3 縄文晩期 ? 内外 ナデ

深鉢 口縁部 D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 胴部 D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 胴上半部 D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文,刺突文

深鉢 胴上半部 D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

7 深鉢 口縁部 I 47 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕 波状口縁

深鉢 口縁部 D 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 波状口縁

浅鉢 口縁部 D 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 脚台付き皿 ?

深鉢 底部 D 1/6 縄文晩期 内外 ナデ
1 土器片錘 D 完形 縄文後期 ? 内外 貝殻条痕 端部研磨

第 1表 土器一覧表(1)
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器 種 等 部 位 出土区 実百回番号 遺存度 時 期 調   整   等 備 考

悧 勒LE隧 ID 完形 縄文後期 ? 内外 ナデ 端部未研磨

土師器不 ID― SD 平安 内外 ナデ ヘラ切 り底

土師器壷 ? 口縁部 IE SA 1/12 古墳 内外 ナデ
;5 土師器養 口縁部 IE SA /5 古墳 内外 ナデ
土師器甕 ? 胴部～底部 IE―SA /2 古墳 外 格子タタキ 内 ナ デ 士霊

深鉢 底部 IE /6 縄文晩期 内外 ナデ
土師器壷 ? 底部 IE― SA /2 古墳 内外 ナデ
土師器高杯 脚軸部 IE― SA /2 古墳 外  ミガキ 内 ナデ
土師器高不 脚軸部 IE― SA 軸部1/1 古墳 内外 ナデ 黒斑

1 深鉢 胴上部 IE 破片 縄文後期 外  条痕ナデ消 内 ナデ 貝殻腹縁文,市来式
深鉢 胴上部 IE― SA 破片 脚 僻 内外 ナデ 貝殻疑似磨消縄文

浅鉢 胴部 IE―SC 1/8 縄文後期 内外 ナデ 磨消縄文,北久根山式期 ?

深鉢 口縁部 IE,ID 破片 縄文後期 内外貝殻条痕

深鉢 胴上部 IE―SA 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 ? 胴上部 IE 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 口縁部 IE 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 波状口縁

深鉢 回縁部 IE 破片 縄文晩期 ? 内外 ナデ 貼付突市,日唇部刻目

深鉢 日縁部 IC― SC 破片 縄文晩期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 IE― SC 縄文晩期前半? 内外 ナデ 木の葉底

1 深鉢 底部 IE―SA 1/5 縄文晩期 ? 内外 ナデ
齢 駒 岬 盤 IE 完形 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナ デ 端部未研磨

深鉢 口縁部 破片 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 口縁部 破片 縄文後期 外 貝殻条痕 内 ナ デ

深鉢 口縁部 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕
,f 深鉢 口縁部 破片 縄文後期 外 ナデ 内 貝殻条痕 縦沈線

浅鉢 ? 口縁部 破片 縄文晩期 内外 ミガキ 磨研土器,内面沈線

ア[ 深鉢 ? 口縁部 破片 縄文晩期 内外 ミガキ 沈線,磨研土器

深鉢 底部 /1 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 /4 縄文晩期 内外 ナデ

l 深鉢 底部 /5 縄文晩期 内外 ナ デ

深鉢 底部 ///3 縄文晩期 内外 ナ デ

深鉢 底部 ID ///3 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナデ
;イ 深鉢 胴部 Ⅱ C 破片 縄文後期 内外 ナ デ 貝殻腹縁刺突文,市来式

深鉢 胴部 ⅡC―SD 破片 縄文後期 外 ナ デ 内 貝殻条痕 縄文,沈線

深鉢 口縁部 Ⅱ C 破片 縄文後期 ? 内外 ナ デ 波状口縁,内面刺突文

37 深鉢 頚部 IC― P8 破片 縄文後期 内外 ナ デ 磨消縄文,西平期

深鉢 回縁部 IC― P4 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕
深鉢 口縁部 IC― P8 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕 波状口縁,内面曲沈線文

深鉢 口縁都 Ⅱ C 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文,刺突文,北久根山式期 ?

l 深鉢 口縁部 Ⅱ C 破片 縄文後期 内外 ナデ 波状口縁,沈線文

深鉢 口縁部 Ⅱ C 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線 3条 ,刺突文

深鉢 口縁部 Ⅱ C 破片 縄文後期 外 ナデ 内 ミガキ 波状口縁,北久根山式期 ?

〕4 深鉢 底部 IC /3 縄文後期 ? 内外 ナデ
〕[ 深鉢 底部 IC /4 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 IC /8 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 IC /2 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 IC 3//′4 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 ⅡC― SC 1/3 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ C 1/7 縄文晩期 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ C 1/4 縄文晩期 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ C 1/4 縄文晩期 内外 ナデ

第 1表 土器一覧表(2)

―-47-一



器 種 等 部 位 出土区 遺存度 時 期 調 整 等 備 考

ll13 深鉢 口縁部 ID 1/8 縄文後期 内外 ナデ it線文

l飩 深鉢 口縁部 Ⅱ D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

研 深 鉢 口縁 部 Ⅱ D 破片 縄文後期 内外 ナデ 竹管文

よ 深 鉢 胴部 Ⅱ D 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

ll17 深鉢 ? Ⅱ D 破片 鞭 内外 ナデ 沈線文,北久根山式期 ?

深鉢 胴 部 ID 破片 縄文後期 外 ナデ 内 貝殻条痕 沈線文,刺突文,北久根山式期 ?

深鉢 阿部～口翻 ID 109 破片 醐 内外 ナデ 沈線文,北久根山式期 ?

ll 深鉢 胴部 ID 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 沈線文,短沈線文

深鉢 胴部 Ⅱ D ユ 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文,刺突文

I 深 鉢 底部 Ⅱ D 1/4 縄文晩期 ? 内外 ナデ
r 深 外 口縁～胴部 Ⅱ E 1/6 醐 僻 内外 ナデ 波状口縁,北久根山新

深鉢 ? 口縁部 IE 破片 縄文後期 内外 ナデ 波状口縁,沈線文

深鉢 胴 部 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 胴部 Ⅱ E 1/4 鞭 内外 ナデ 北久根山期

I 深鉢 ? 胴上半部 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文,刺突文

深鉢 胴部 Ⅱ E 破片 翻 鮮 内外 ナデ 北久根山～西平期

深鉢 口縁部 IE一SA 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 胴部 IE 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

浅鉢 ? 胴上半部 IE 破片 縄文後期 内外 ナデ 磨消縄文,西平式期

浅鉢 ? 口縁部 IE― SA 破片 鞭 内外 ナデ 沈線文,刺突文,西平～太郎迫期

深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 外 ミガキ 内 ナデ 口唇部沈線,西平～太郎迫

深鉢 胴上半部 IE― SA 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 胴部 Ⅱ E 破片 縄文後期 外  ミガキ 内 ナデ 沈線文

深鉢 胴上半都 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外 ナデ 貝殻腹縁刺突文

深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

深鉢 回縁部 IE 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 波状口縁,口唇部刻目

墨 深鉢 口縁部 ⅡE― SA 129 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

よ 深鉢 口縁部 IE 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 口縁部 IE 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

説 深鉢 口縁部 IE― SA 破片 縄文後期 内外 ナデ 貝殻腹縁刺突文,市来式新 ?

133 深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外丁寧なナデ 波状口縁

134 深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 内外 ナデ 波状口縁,曲沈線文

[箭 深鉢 胴部 Ⅱ E 破片 醐 僻 内外 ナデ 北久根山期

136 深鉢 胴上半部 ⅡE―SA 破片 縄文後期 外 ナデ 内 貝殻条痕文 沈線文

137 深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ
3t 深鉢 口縁部 Ⅱ E 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ
139 深鉢 口縁部 IE 破片 縄文後期 外 削り状のナデ 内ナデ 波状口縁

4t 浅鉢 ? 口縁部 IE 1/5 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 貝殻条痕後ナデ
浅鉢 口縁部 IE 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 脚台付き?

を 浅鉢 口縁部～胴部 IE 1/4 縄文後期 ? 外 ミガキ 内 ナデ
褒 浅鉢 ? 口縁部 IE 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ 脚台付き皿 ?

144 土師器甕 口縁部 IE 破片 古墳 内外 ナデ 口唇部キザミ

l褒 深鉢 底部 IE /4 縄文後期 内外 ナデ 木の葉底

lk 深鉢 底部 IE /2 縄文後期 内外 ナデ
147 深鉢 底部 IE /4 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ E /4 縄文後期 ? 外 貝殻条痕文
深鉢 底部 Ⅱ E /4 縄文晩期 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ E /2 縄文後期 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ E /3 縄文晩期 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ E 1/1 縄文晩期 内外 ナデ
深鉢 底部 ⅡE一SA /4 縄文晩期 ? 内外 ナデ
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器 種 等 部 位 出土区 遺存度 時 期 調 整 等 備 考

lM 深鉢 底部 Ⅱ E 1/4 縄文晩期 内外 ナデ
土器片錘 Ⅱ E 1/2 縄文後期 ? 外 貝殻条痕 内 ナ デ 端部未研磨

土器片錘 IE 完形 縄文後期 ? 内外 ナデ 端部未研磨

土師器甕 胴部 IE 破片 古墳 外 カキメ 内ナデ

土師器高14N 口縁部 Ⅱ E 破片 古墳 内外ヘラミガキ

土師器甕 底部 ⅡE―SA 古墳 外  タタキ 内ナデ 脚付

土師器甕 底部 ⅡE SA 古墳後期 外  タタキ 内ナデ
& 土師器甕 口縁部 ⅡE SA 1/6 古墳後期 外  タタキ 内ナデ

土師器甕 底部 IE SA 古墳後期 内外 ナ デ

土師器甕 底部 IE SA 1///1 古墳 内外 ナデ
上師器甕 底部 ⅡE―SA 古墳 内外 ナデ

65 土師器養 底部 ⅡE― SA 1/3 古墳 内外 ナデ

浅鉢 ? 口縁部 IF 1/8 醐 僻 内外  ミガキ 磨消縄文,鐘崎期

67 浅鉢 ? 胴上半部 Ⅱ F 破片 縄文後期 内外 ナ デ 磨消縄文

深鉢 胴上半部 Ⅱ F 破片 縄文後期 外 貝殻条痕 内 ナデ 貝殻腹縁刺突文,市来式新

S 浅鉢 ? 口縁部 Ⅱ F 破片 縄文後期 内外 ナ デ 蹴 口縁,口醐 目,脚台付き?

170 深鉢 口縁部 Ⅱ F 破片 縄文後期 内外 貝殻条痕 波状口縁,市来式新

深鉢 日縁～胴部 IF 1/5 縄文後期 内外 ナデ 波状口縁

1罷 深鉢 底部 IF 172 1/2 縄文後期 内外 ナ デ 網代底

173 深鉢 底部 IF 173 破片 縄文後期 内外 ナデ 網代底

174 深鉢 底部 IF 174 破片 縄文後期 内外 ナデ 網代底

深鉢 底部 IF 破片 縄文後期 ? 内外 ナデ
深鉢 底部 Ⅱ F 1/2 縄文後期 内外 ナデ 木の葉底

器 駒 剛 盤 Ⅱ F 177 3ノ/4 縄文後期 ? 外 条痕 内 ナデ 端部未研磨

悧 物匝離 IF 3///4 縄文後期 ? 外 条痕 内 ナデ 端部未研磨,上器片錘 ?

鉢 口縁部 Ⅱ H 破片 縄文後期 内外 ミガキ 磨消縄文

思 深鉢 口縁部 Ⅱ H 1/8 縄文後期 内外 貝殻条痕
181 深 鉢 底部 IH 1/3 縄文後期 内外 ナデ
土師器甕 口縁～胴部 Ⅱ H 1/4 古墳 外 カキメ 内ナデ
青磁 底部 Ⅱ H 1/3 近世

184 信鉢 口縁部 Ⅱ H 破片 近世 備前 ?

染付碗 体部～底部 Ⅱ H 1/2 近世

186 深鉢 胴上半部 破片 縄文後期 内外 ナデ 沈線文

浅鉢 口縁部 I 破片 縄文後期 外 ミガキ 内 ナデ 口唇部竹管文

深鉢 口縁部 表採 破片 縄文後期 外 ナデ 内 貝殻条痕
深鉢 胴上半部 Ⅱ 破片 縄文後期 内外 ナデ 磨消縄文

土器片錘 完形 縄文後期 ? 内外 ナデ 端部未研磨

須恵器lT・身 表採 1/7 古墳後期

土師器高杯 口縁～杯部 表採 1/4 古墳 内外 ナデ 黒斑

染付皿 底部 3/4 近世

輸入青磁 底部 表採 2//3 花紋

悟鉢 口縁部 表採 1/10 近世 備前 ?

橘鉢 底部 表採 1/7 近世 備前 ?

土師器甕 ? 底部 麟 3/4 古墳時代 ? 外 タタキ 内 ナデ
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器 種 実瀾鳳轟号 出土区 長さに狙) 幅(cml 厚さ(cnl 重さ(g) 遺 存 度 石 材 備  考
1 スクレイパー 870 1250 完形

2 円盤状石製品 289 IC 750 680 完形

3 磨石 275 ID―SD 6620 完形 尾鈴山酸性岩類

4 磨石 Ⅱ C 4950 完形 尾鈴山酸性岩類

5 磨石 ? 269 IC 835 2900 完形

6 H「石 ? 272 IC 3000 完形

7 叩・磨石 264 IC 8_05 665 3100 完形 砂岩 兼用

8 磨石 ? 268 Ⅱ C 9_72 260 3650 完形

9 石皿 Ⅱ D 2090 455 28200 一部欠損 砂岩

磨石 Ⅱ D 1120 695 585 5630 一部欠損 尾鈴山酸性岩類

磨石 Ⅱ E 6000 完形 叩石 ?

磨石 283 Ⅱ E 6405 完形 尾鈴山酸性岩類

磨製石斧 287 Ⅱ E 440_0 半折 砂岩 未製欠損品

磨石 Ⅱ E 323.0 完形 尾鈴山酸性岩類

叩き石 Ⅱ E 4810 完形 尾鈴山酸性岩類

磨石 IE 3900 半 欠

石皿 IE 10200 一部欠損 砂岩

凹 石 Ⅱ E 9800 一部欠損 尾鈴山酸性岩類 叩石

磨石 Ⅱ E 595 6940 完形 砂岩 ?

拗 円盤状石製品 Ⅱ E 665 1110 完形

磨石 282 IE 4275 完形 尾鈴山酸性岩類

22 磨石 285 Ⅱ E 1395 920 685 l1500 先端欠損 尾鈴山酸性岩類 ?

23 磨石 ? Ⅱ E 1085 完形

盤 磨製石斧 Ⅱ E 562 2800 刃部欠損 未製欠損品

25 ロロ・磨石 IE 2090 3_90 1080,0 完形 砂岩

% スクレイパー IE 720 完形

"
磨石 ⅡE―SA 630 4440 完形 尾鈴山酸性岩類

28 叩石 273 ⅡE―SA 880 757 492 5250 半折 尾鈴山酸性岩類

29 磨製石斧 288 Ⅲ C 262 半折 未製欠損品
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第 3表 石錘一覧表(1)

実測図番号 長 (clll) 幅 (cl l) 長幅比 厚 (crll) 重 出土区 遺存度 備考

l

2 580 086 205

758 498

4 5_29 欠

5 757 492 120

789 155

7 238

8 518

9 629

525

形完

一
万

046 む
死

222 一
死

082 形完

を
死

17 250 告
九 切 目

662 を
死

484 075 形完

712 一
万

638 一
万

578 を
死

643 625 228 124

5,70 を
万

228 598 を
死

832 を
死

225 を
死

623 067 を
死

668 な
死

を
万

622 を
死

057

770 069

622 形完

511 165 71

084

628 086 欠

621 075

852

662

828

形完

833
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第 3表 石錘一覧表(2)

実測図番号 長 (clll) 幅 (cll) 長幅比 厚 (oll) 重 出土区 遺存度 備考

420

782 692 を
死

582 130 久

1058 658

882 539 232

263 872 062 一
万

638 を
死

を
死

500

588 389 066 を
死

743 055 を
死

5_22 を
死

を
死

を
死

252 な
死

683 522 欠

068 形完

384 半

223 を
死

595 500

075 233 未製品

462 372 080

0_58 欠

半

462 072 未製品

形完

0.57 を
死

434 半

8.22 862 欠

を
死

83 0.52 200 を
死

を
万

7.95 0,72 125 一
万

7_38 120 を
死

511 078 を
死

472 欠

595 551 092 形完

半

072 破

677 一
万

形完

形完

破

96 599

726 068 150 I 欠

6_03 I
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第 3表 石錘一覧表(3)

実測図番号 長 (ca) 幅 (c ll) 長幅比 厚 (clll) 重 出土区 遺存度 備考

6.62 623

623 522 083

498 083

450 082

673 5,94 088 233

633 544 085 222

872 欠

695 551 0,79 欠

783 561 欠

550 欠

欠

068 未製品

l 7_67

2 079 形完

3 A

A 形完

5 C 形完

6 076 C

7 585 229 C 形完

8 737 171 C

575 095 183 C

572 C

722 C

122 067 C

060 C

202 067 C

623 C

662 522 C

062 C 形完

078 C

129 204 C

C 形完

C

132 550 C 形完

C 形完

500 092 C 半

11 C 欠

C を
死

5_50 072 C を
死

522 C 欠

C 誉
万

650 C 半

66ユ C を
死

101 C 欠

75ユ 065 C 一
万

634 C を
死

852 442 D を
死

076 D を
死

659 D
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第 3表 石錘一覧表(4)

実測図番号 長 (911) 幅 (ull) 長幅比 厚 (皿 ) 重 出土区 遺存度 備考

66ユ ID

595 150 ID

175 ID

6.22 162 ID

095 ID 形完

573 ID 欠 切 目

523 ID

584 ID

085 ID

523 101 ID

正D

462 ID

622 595 ID

238 ID 形完

ID

ID

068 104 ID 欠

522 075 222 ID

422 057 ID

723 046 ID 形完

722 ID 形完

483 066 ID

ID 欠

373 ID 形完

750 062 222 ID 欠

523 ID

112 ID 欠

4.82 ID む
万

072 ID 欠

638 ID を
万

685 442 ID を死

623 552 ID を
死

652 329 ID 形完

059 ID 一
死

388 063 177 ID

068 ID 形完

84 732 330 122 ID 一
死

390 ID を
死

ID 欠

640 423 095 ID を
死

489 222 ID 欠

583 ID 欠

723 ID 形完

070 ID 欠

ID― SD を
死

794 ID― SD を
死

669 ID― SD

762 ID― SD 欠

5,72 545 ID― SD 未製品
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第 3表 石錘一覧表(5)

実測図番号 長 (c7111) 幅 (clll) 長幅比 厚 (clll) 重 出土 区 遺存度 備考

442 ID―SD

198 ID―SD

477 ID―SD 半

ID―SD 欠

262 ID―SD

672 IE

IE

595 IE

IE 破

722 622 IE

762 065 IE

208 IE 欠

209 IE 欠

625 IE 形完

1 IE

2 IE

3 IE SA 形完

4 IE―SA

5 IE SA 形完

712 IE SA

0,75 IE―SA 欠

1070 4_85 IE―SA

082 IE―SA 形完

707 434 IE―SA 告
万

551 IE― SA 未製品

222 728 538 Ⅱ

223 822 Ⅱ を
死

250 562 225 Ⅱ

225 Ⅱ 一
万

226 673 Ⅱ 欠

227 551 Ⅱ 誉
死

525 085 Ⅱ 一
万

229 673 0.74 IB と
え

IC

422 063 IC 一
万

232 370 Ⅱ C 形完

233 IC 告
死

659 077 IC む
万

235 711 535 075 Ⅱ C を
万

628 Ⅱ C を
死

237 722 059 Ⅱ C 形完

Ⅱ C を
万

239 5,72 098 Ⅱ C 一
万

068 IC 一
万

883 594 34 IC 一
万

622 056 IC

623 11 IC

384 065 IC

245 484 IC
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第 3表 石錘一覧慕 6)

実測図番号 長 (clll) 幅 (伽 ) 長幅比 厚 (all) 重 出土区 遺存度 備考

Ⅱ C 各
死

247 6.40 560 1,72 Ⅱ C を
死

248 733 nc な
死

249 445 062 IC 形完

722 445 150 Ⅱ C を
死

612 Ⅱ C を
死

252 088 Ⅱ C な
死

6.22 IC を
万

072 IC 一
万

673 IC 一
万

256 220 IC 一
万

257 IC 一
万

722 472 065 IC 一
死

077 IC 誉
死

260 5,33 076 173 108 IC を
死

5,72 1_51 IC を
死

723 522 IC を
死

263 94 IC

132 IC 形完

584 473 Ⅱ C 形完

266 915 780 320 320 IC を
死

584 512 0.87 Ⅱ C を
死

268 077 80 IC 形完

269 IC 形完

3,72 ll IC 欠

047 Ⅱ C 久

272 672 Ⅱ C を
死

058 11 IC 欠

523 Ⅱ C 一
万

522 066 Ⅱ C 欠

276 3.50 Ⅱ C 破

277 1050 283 026 Ⅱ C を
死

278 472 Π C を
死

6.00 083 Ⅱ C 欠

280 581 478 082 76 IC

326 065 IC 欠

282 495 087 IC

283 629 076 IC を
死

284 592 IC 羊

642 IC 欠

286 4.73 IC 欠

287 7.06 IC を
万

288 4_28 IC 半

289 IC を
万

290 7,73 IC を
死

7.62 061 Ⅱ C 未製品

292 072 Ⅱ C 形完

233 Ⅱ C を
死

Ⅱ C 半
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第 3表 石錘一覧表(7)

実測図番号 長 (ω ) 幅 (911) 長幅比 厚 (gll) 重 (g) 出土区 遺存度 備考

088 ⅡC―P10

84 ⅡC―P10 を
死

762 0.62 IC―P10 形完

562 ⅡC―SD 一
万

299 739 650 272 ⅡC―SD 叩石

223 3.32 082 059 Ⅱ D を死

727 Ⅱ D を
死

662 525 079 Ⅱ D 各
万

Ⅱ D 各
万

570 079 Ⅱ D を
死

682 Ⅱ D 形完

505 l15 Ⅱ D を
狂

622 423 068 4↑ Ⅱ D を
死

Ⅱ D を
死

Ⅱ D 一
万

612 ID を
万

6.83 523 076 ID な
死

7_62 450 Ⅱ D

583 ll Ⅱ D を
死

1018 Ⅱ D

634 Ⅱ D

316 583 085 Ⅱ D

5,97 085 Ⅱ D

0,86 Ⅱ D を
死

Ⅱ D 破

672 544 080 Ⅱ D 一
万

461 Ⅱ D 欠

4_84 Ⅱ D

323 4_84 Ⅱ D を
万

473 ID 欠

325 512 073 222 Ⅱ D 未製品

ID 半

327 462 ID 欠

ID 欠

88 ID 形完

330 840 ID

ID

332 6.73 079 Ⅱ D

089 ID 欠

462 Ⅱ D

222 ID スクレイパー

495 83 IE 一
万

IE

855 IE を
万

695 IE

578 IE 形完

069 IE

IE

683 511 Ⅱ E を
死
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第 3表 石錘一覧表(81

実測図番号 長 (cl l) 幅 (clll) 長幅比 厚 (cl l) 重 (g) 出土区 遺存度 備考

Ⅱ E

Ⅱ E 半

226 672 Ⅱ E

Ⅱ E 一
九

IE

349 230 520 IE

Ⅱ E

1061 Ⅱ E

5.50 Ⅱ E

0_73 Ⅱ E

6.45 IE

IE

229 5.55 3_90 0,70 IE

357 223 IE

358 5,13 0_80 126 IE 形完

359 4.62 0_67 IE

5,37 0.96 128 IE

5,33 IE 形完

362 722 4.58 0.63 226 IE

363 462 221 109 IE

0.55 Ⅱ E 形完

231 IE

366 622 IE 欠

367 079 Ⅱ E

Ⅱ E 形完

080 Ⅱ E 形完

7.50 109 Ⅱ E 形完

623 4_51 072 Ⅱ E

7,72 Ⅱ E 破

7.23 6.83 Ⅱ E 未製品

600 IE 欠

700 IE 欠

5.45 IE 半

377 422 063 IE

0.58 IE 欠

Ⅱ E

0,89 Ⅱ E 未製品

695 Ⅱ E 破

382 4_94 122 Ⅱ E 破

372 183 Ⅱ E 半

5_78 IE 欠

653 075 IE 欠

6.77 071 158 Ⅱ E

7_87 Ⅱ E

0_80 EE 欠

389 lI E 半

702 552 Ⅱ E 半

Ⅱ E を
死

392 Ⅱ E を
死
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第 3表 石錘一覧表(9)

実測図番号 長 (cll) 幅 (clll) 長幅比 厚 (clll) 重 出土 区 遺存度 備考

630 557 Ⅱ E

394 064 082 Ⅱ E 破

Ⅱ E 未製品

396 672 Ⅱ E を
万

Ⅱ E を
万

398 539 ⅡE

700 572 83 ⅡE 欠

523 Ⅱ E 形完

534 390 073 Ⅱ E 破

820 500 262 Ⅱ E

672 Ⅱ E

550 110 ⅡE― P38 を
死

771 588 ⅡE― P39 を
死

730 ⅡE― SA を
死

232 89 ⅡE― SA

428 IE― SA

484 ⅡE― SA 欠

4 0 550 IE― SA 形完

4 733 065 IF を
死

4 2 634 Ⅱ F 形完

4 3 784 423 84 IF 告
死

4 4 657 557 偽 Ⅱ F 告
死

4 5 233 667 IF を
万

062 IF 欠

683 065 71 IF 欠

IF 半

235 645 Ⅱ F

082 Ⅱ F

Ⅱ F 形完

237 Ⅱ F を
死

Ⅱ F

424 759 132 308 Ⅱ F 半

372 350 092 Ⅱ F

430 Ⅱ H を
死

532 Ⅱ H を
死

428 115 Ⅱ H 一
死

429 Ⅱ H 一
死

Ⅱ H を
死

IH 一
万

117 IH を
死

IH を
死

573 Ⅱ H を
死

065 Ⅱ H 形完

622 089 Ⅱ H を
万

123 Ⅱ H 未製品

434 070 Ⅱ H 欠

122 Ⅱ H 一
万

Ⅱ H 形完

723 151 Ⅱ H 形完
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実測図番号 長 (clll) 幅 (clll) 長幅比 厚 (all) 重 (g) 出土区 遺存度 備考

IH 欠

443 1033 Ⅱ H 欠

290 068 082 Ⅱ H

445 Ⅱ H 欠

228 Ⅱ H 形 完

Ⅱ H 片方打ち欠

Ⅱ H

449 11.68 892 033 129

668 512 228 108

557 129

]

]

]

487 Ⅱ

244 295 Ⅱ

245 722 0,83 Ⅱ

458 572 Ⅱ 形完

640 Ⅱ 誉
死

323 Ⅲ ? 形完

Ⅲ A 一
万

Ⅲ A 破

950 123 Ⅲ B 形完

Ⅲ B 形完

Ⅲ B 形完

692 Ⅲ B 形完

566 508 Ⅲ B 形完

Ⅲ B 形完

560 Ⅲ B 形完

835 Ⅲ B 形完

胆 B 誉
死

472 733 Ⅲ B 形完

079 Ⅲ B 破

Ⅲ B 破

5,90 473 080 Ⅲ B 破

762 Ⅲ B

397 Ⅲ B 形完

Ⅲ B

Ⅲ B 破

070 Ⅲ B 形完

Ⅲ C 一
万

482 772 058 皿 C 破

1011 323 268 Ⅲ C

484 Ⅲ C 形完

Ⅲ C 欠

672 072 Ⅲ D 形完

487 Ⅲ D

632 Ⅲ D 形完

072 Ⅲ D

Ⅲ D を
死

第 3表 石錘一覧表α⑨
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第 3表 石錘一覧表⑪

実測図番号 長 (cl l) 幅 (gll) 長幅比 厚 (cl l) 重 出土区 遺存度 備考

052 Ⅲ D 形完

096 Ⅲ D

Ⅲ D 形完

5_12 と33 Ⅲ D

4_23 073 083 Ⅲ D 欠

Ⅲ D

4.89 Ⅲ D 未製品

498 545 皿 D 未製品

Ⅲ E 形完

Ⅲ E 形完

672 皿 E 形完

673 545 Ⅲ E 形完

503 673 Ⅲ E

523 皿 E 形完

Ⅲ E

Ⅲ E 形完

556 Ⅲ E

772 634 Ⅲ E 未製品

509 722 076 Ⅲ F 形完

722 Ⅲ F 形完

362 339 Ⅲ F

780 609 258 表採 誉
死

781 152 122 表採 を
万

5.29 0,78 表採 を
死

688 525 076 表採 を
万

6.43 3_95 152 表採

625 表採 欠

065 表採 な
死

595 表採 一
万

表採 を
死

表採 を
死

表採 な
死

059 2.38 138 表採 一
死

259 720 表採 を
万

525 822 533 表採 一
死

1073 表採 一
死

527 200 表採 一
狂

760 055 222 表採 告
死

722 075 183 表採 告
死

638 223 表採

表採 善
死

532 822 表採

533 523 062 表採 誉
店

673 579 086 11 表採

535 622 表採

表採 形完

253 表採 を
死

625 065 表採

083 表採
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実測図番号 長 (cll) 幅 (clll) 長幅比 厚 (cll) 重 出土区 遺存度 備考

257 表採 一
万

表採 形完

542 583 0.70 表採 欠

4_90 表採 半

544 4.80 2.12 表採 を
死

7.44 表採 を
万

7.07 表採 形完

547 表採 破

787 365 表採 心
死

722 484 067 表採 を
死

550 723 表採 を
死

5.50 2.12 表採 形完

552 6.78 0,86 表採 久

第 3表 石錘一覧kllり
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第 4節 Ⅲ区の調査

Ⅲ区はⅡ区の南側にあたる道路の直線部分で、延長は165m、 面積的には約500だ が対象 となっ

た。調査は I区 。Ⅱ区同様、道路中央部に平行 して埋設されているパイプラインを除いた部分を

北側から順次 (A～ H地点)ト レンチ状に発掘調査を行った。

Ⅲ区の基本土層は第 I層表土 。第Ⅱ層撹乱層 。第Ⅲ層黒色土 。第Ⅳ層アカホヤ火山灰層・第V

層黒褐色ローム層 。第Ⅵ層褐色ローム層 。第Ⅶ層明掲色ローム層である。全地域アカホヤ火山灰

層の残存状況は良好であるが、D地点で傾斜がはじまり、F地点まで続 く。深いところでは1.8m

もあり、北側とは1.2m以上の差があることから、旧地形では本地域は小さな谷状になっていたと

考察される。

このうち第Ⅱ層の撹乱層は最も厚 く、遺物もこの第Ⅱ層から主に出土 している。

〔1〕 遺構 (第49図～第51図 。図版22～ 24)

Ⅲ区から検出された遺構は別表 4の とおりであるが、多数のピットとわずかの溝状遺構及び土

坑が検出されているのみで、縄文時代早期の集石遺構や古墳時代後期の竪穴式住居跡などが検出

された I区・ H区 とは様相を異にしている。

〉溝状遺構

1号溝状遺構はB地点から検出された溝で、ほぼ南北に延びており、幅0。 7m。 深さ0,lm。 現

存長2.5mを 計る。遺物は出土していない。

2号溝状遺構はF地点から検出されているが、不整形で蛇行している。幅1.Om深 さ0.8m。 現

存長2.5mを 計る。遺物は石錘が 1点出上している。

3号溝状遺構はいちばん南狽Iの H地点から検出されている溝で、ほぼ東西に延びており、幅0.8

m・ 深さ0.3m。 現存長1.15mを計る。遺物は出土していない。

4号・ 5号溝状遺構もH地点から検出された溝で、4号は幅不明・深さ0。 2m。 現存長5。 lm・

5号は幅0.4m・ 深さ01m。 現存長5,8mを計る。

>土 坑

土坑はA地点から1基、B地点から1基、E地点から3基の総計 5基が検出されているが、プ

ランは方形のもの2基、円形のもの2基、精円形のもの 1基である。

遺物はB地点の土坑が最も多く、尾鈴山系の石材を使用した敲石をはじめ石錘や縄文土器が多

数出上している。その他、A地点の土坑からは砥石様石器、E地点の上抗からは石皿などが出土

している。
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第 4表 Ш区遺構一覧表

図  面 地 点
検 出 遺 構

出 土 遺 物
溝状遺構 土 坑 ピット その他

第49図 A
(条 ) (基)

楕円形 1
(個 )

9
石皿・石錘

ク B ユ 方 形 1
縄文土器・須恵器・石錘

染付・青磁・陶器 。瓦器

石包丁・石皿

ク C 20
縄文土器・染付 。青磁

陶器・石錘・砥石様石器・鉄片

石包丁未製品 。石皿

第50図 D ９

留

縄文土器・染付・須恵器

陶器 。瓦器 土錘・看錘

E
方 形 2

楕円形 1
7 縄文土器 。染付

磨製石斧・石皿
陶器
石錘

第51図 F 1 縄文土器 。染付・石錘

// G 9 縄文土器

// H 3 9

>ピット

各地点から検出されている。わずかの変形したものを除き、すべて円形で、径0。 18～ 0.47m・

深さ0。 12～0.47mを 計る。このなかには、柱穴も含まれるが、調査範囲が狭小のため掘立柱建物

跡の存在は確認できなかった。いずれにしても、何回となく建物が建て替えられたものと推定さ

れる。

ビット内からは縄文土器・陶器・砥石様石器・石皿などが出上しているが、そのほとんどが混

入遺物と思われる。

〔2〕 遺物 (第52図～55図・図版25～ 27)

>縄支土器 (第52図・図版25)
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I～表土

Ⅱ～褐色土 (攪乱 )

遺物包含

Ⅲ～黒色土

Ⅳ～アカホヤ火山灰層

V～黒褐色ローム層

Ⅵ～褐色 ローム層

第49図 ⅢA区～ⅢC区遺構分布図・土層図 (1/200)
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I～表土 (ジ ャリ)

Ⅱ～褐色土 (攪乱)

遺物包含

Ⅱ生暗褐色土 (攪乱)

遺物包含

Ⅱ生暗褐色土 (攪乱)

遺物包含

Ⅲ～黒色土

Ⅳ～アカホヤ火山灰層

V～黒裾色ローム層

Ⅵ～褐色ローム層

第50図 ⅢD区～皿E区遺構分布図 。土層図 (1/200)

―-67^-68-―



――‐

脚

η

Ｊ

／

１１
‐
‐―‐

Ｕ

Ｉ

Ｉ
～
川

Ｕ

I～表土 (ジ ャリ含む)
Ⅱ～褐色土 (攪乱 )

Ⅱ～暗掲色土 (攪乱 )

遺物包合

Ⅲ～黒色土

Ⅳ～アカホヤ火山灰層

V～黒掲色ローム層
WI～掲色ローム層

0                 10m

第51図  Ⅲ F区～ⅢH区遺構分布図 。土層図 (1/200)
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縄文土器は全体の約50%に あたる約300点程が出土しているが、いずれも小片で、無文土器が

多いことから形式や時期など判別が困難なものが多い。図化した土器は、各形式から主なものを

選択したもので、詳細については観察表を参照していただきたい。

I類 口唇部に斜位の縄文、日縁部内面に沈線によって曲線が描かれたもので、わずかに 1点
出土している。両面ヘラ磨き調整が施された土器で、磨消縄文系の「】ヒ九根山式」前後

の鉢形土器と思われる。 (1)

H類 口縁端部が厚く、三角形状を呈するもので、口縁部に 1条の沈線が巡らされているもの
である。 (2)

Ⅲ類 形に特徴のあるもので、脚台付皿と思われる。 (3。 4)
Ⅳ類 口縁部付近に円形の子しが連続刺突されたもので、「Tし列文土器」と呼ばれているもので
ある。円孔は貫通しているものと (8)い ないもの (5～ 7)があり、内面側から円孔
が施されているものも1点出上している。

V類 貝殻腹縁及びあらいナデ調整が施されたもので、胎土もあらい無文土器である。このV
類が量的には最も多い。 (9。 10)

Ⅵ類 わりと丁寧なヨコナデ調整が施された無文土器で、胎土はV類 よりもこまかい。色調も
V類の赤褐色系に対し、灰褐色系である。 (11)

以上、縄文土器を6類に分類したが、文様及び形態などの特徴から、 I～ Ⅲ類・ V類が縄文後

期・Ⅳ・Ⅵ類が縄文時代晩期に比定される。

>土師器 (第53図・図版25)

B地点及びC地点からそれぞれ 1点出土している。14は高台付碗の底部で、胎土は良好で、詞

整は両面ヨコナデ、色調は浅責橙色を呈している。

〉須恵器 (第53図 。図版25)

D地点から1点出土している。15は重の頚部で、胎土は精良、色調は灰色を呈 している。

>青 磁 (第53図 。図版25)

B地点及びC地点からそれぞれ 1点出土している。16は B地点から出土した稜花皿の口縁部で、

色調は灰色を呈し、推定口縁径ユユ.6cmを計る。もう1点は花瓶の把手と思われる。

>染 付 (第53図 。図版25)

各地点から全体の約 8%に あたる50点程が出上している。器形的には皿類 (17・ 18)及び碗類

(19～25)が多く、その他小鉢 (26)な どが含まれている。文様は草花文や圏線などが描かれ、な
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かには、見込み部分に蛇目釉剥ぎが施されているもの (24)も あり、バラエテイーに富んでいる。

レ陶 器 (第53図・図版25)

B～ E地点から12点が出土している。27は C地点のピットから出土した薩摩焼の燭台で、色調

は暗褐色を呈し、推定口縁径4.5cm。 底部径 4 cm・ 器高5.43cmを計る。上部のみ光沢のある釉が施

されている。28は C地点から出土した肥前系の碗で、色調は明オリーブ灰色・暗褐色 を呈 し、高

台推定径5,6cmを計る。29は C地点から出土 した皿もしくは碗で、両面には光沢のある釉が施され、

色調は灰色を呈し、高台推定径3.8clllを計る。30は D地点出土の鉢で、色調は灰色、内面はヨコナ

デ、底部は糸切 り底を呈している。外面のみ釉が施されている。31～33は赤褐色径の色調を呈 し

ている橋鉢で、赤備前と言われているものも含まれている。

>土 錘 (第54図 。図版26)

D地点から 1点出土している。34は現存長3.8cm。 最大幅0.85cm・ 穿孔口径0.45clllを 計 り、色調

はにぶい黄橙色を呈している。

>石 錘 (第54図 。図版26)

石錘は各地点から52点出土している。そのほとんどが頁岩 (35～ 39)及び砂岩 (40)が使用さ

れている。形状としては楕円形のもの (35。 36・ 37・ 38)。 長方形状のもの (37)。 円形状のも

の及び三角形状のものがあるが、楕円形のものが大半を占める。加工はすべて長軸側 に施 され、

そのほとんどが打ち欠き法であるが、唯一切 り目石錘 140)が C地点から出土している。

レスクレイパー様石器 (第54図・図版27)

B地点及びC地点から出土 している。41は半月形状のスクレイパーで、刃部は一部欠損 してい

るものの丁寧に磨かれ加工されている。刃部の反対狽I直線部分は細かく打ち欠いている。片面は

自然面で、かなりの使用痕が残る。片面には主要剥離面を残す。頁岩製。42も 刃部を一部欠損す

るもので、両面に使用痕を残す。頁岩製。

>磨製石斧 (第 54図・図版27)

E地点から 1点出上している。43は刃部は%欠損しているものの、蛤刃状を呈 している。片面

は風化著 しく、長さ12.5cm。 刃都幅5.5cmを計る。頁岩製。

〉砥石様石器 (第55図・図版27)

砥石様石器には砂岩製と頁岩製の二種類があり、大きさも大小様々で、量的にもわ りと多い。
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44は一部欠損し、断面が方形を呈している頁岩製のもので、4面のうち相対する2面 に使用痕を

残す。45は大きな砂岩製のもので、上部及び側面の片側の2面に使用痕を残す。44は C地点、45

はA地点から出土。

>石 皿 (第55図・図版27)

各地点から出上しているが、いずれも砂岩製である。46は E地点の上抗から出上したもので、

上面が楕円形状に掘り窪んでいる。

>敲 石 (第55図 。図版27)

47は B地点の上坑から出上したもので、唯一尾鈴山酸性岩製の石器である。長軸側に敲打面を

持つもので、一部が久損している。

註 遺物については県文化課の菅付和樹氏 。東憲章氏 。長友郁子氏に御教示をいただいた。こ
こで、紙面ではありますが厚く御礼を申し上げます。
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第52図 皿区出土 縄支土器 (1/3)
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Ⅲ区出土 砥石様石器 。石皿・敲石 (1/3)
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第 5表 縄支土器観察表

図
面

番

号

遺
物
番
号

器 種 部 位

文様及び調整 色  調
胎 土 備 考

外  面 内  面 外 面 内 面

第52H 1 深 鉢 口縁部
口唇部に縄文
ヘラ磨き

沈線による曲線

文ヘラ磨き

にぶい

黄褐色

にぶ V再

黄褐 色

l mlll以下の乳白色の

粒

透明に光る粒

2
日唇上部に 1条
の沈線・ナデ

ナ デ 橙  色 橙  色
2 Hln以下の粒少量

透明で光る細砂粒

3
高台付

皿
ナ デ (斜 ) ヨコナデ 黒褐色 黒褐色 2 mlll前後の石粒多量

4 高 台 ナ デ 貝殻条痕 (横 ) 橙  色 橙  色 1～ 4 mllの 石粒

5 深 鉢 口縁部

連続する無貫通

子と

ナデ (斜・横)

ヨヨナデ 淡黄色 浅黄色

6

連続する無貫通

子し

ナデ (斜・横)

責

色

浅

橙

黄

色

灰

褐

4～ 5 malの石粒
1～ 2 Dullの砂粒

7

連続する無貫通

7し

ナデ (斜)

ナデ (斜 )
にぶい

黄橙色

黄

色

灰

褐

3～ 4 mllの石粒
1～ 2 Dullの砂粒

8
貫通7し

ナデ
ナ デ

にぶい

黄橙色
褐灰色 l ala以下の砂粒 風化

9
貝殻条痕

(斜・横)

貝殻条痕

(斜・横)

1～ 2 mlの石粒

透明に光る粒

員殻条痕 (横 )

ナデ
貝殻条痕 (横 ) 橙  色 栓  色

4～ 5 nlllの石粒

1～ 2 nunの砂粒

11 ナデ (斜・横) ナデ (斜・横) 褐灰色
褐灰 色

浅黄椅色
1～ 3 alluの石粒

底 都 ナ デ ナ デ
に ぶ 彰ヽ

黄橙色

にぶい

黄橙色

1～ 3111の石粒

透明に光る粒
風化

ナ デ ヨコナデ 橙  色
にぶい

黄栓色

4 1allの石粒

1～ 2 111tlの砂粒
風化
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第Ⅳ章 まとめ

今回の発掘は、本調査とはいえ長大トレンチによる宝財原遺跡の試掘調査を行ったに等 しい。

遺跡の全体像を提示することは難しいが、性格の一端は示せよう。確認できた遺跡最古の時期は

縄文時代早期で台地の北西縁辺部 (IA区)の この時期の集石遺構 3基が検出された。しかし、

この時期の遺跡規模はそれほど大きくはなく、確認された遺物もIC区で検出された塞ノ神式と

見られる深鉢の小破片のみであった。遺跡の最盛期は縄文時代後期 (特に後半)で沈線文、磨消

縄文系の土器片が多く確認できた。しかし当該期に属する確実な遺構は確認できず。包含層に多

量の土器片と石錘等の石器が包蔵されている状況であった。多量の石錘は、この台地に網漁を生

業の一つとする集落の存在を推定させるが、少なくとも台地北縁及び中央部では確認できなかっ

た。集落があったとすれば、Ⅱ区の西側、 I区の南側であったろう。一つの可能性としては、既

に破壊されていることが考えられる。というのは、古墳時代、平安後期の住居趾や溝の上部埋土

に縄文時代の遺物が包含され、さらに縄文土器包含層の一部にはそれらの遺構を覆っているもの

が見られたからである。晩期には遺物の減少に見られるとおり、宝財原での営みは衰えてゆき、

弥生時代には完全に活動の痕跡がみられなくなる。ここに再び集落が営まれるのは古墳時代の後

半期である。IE、 HE区で検出された2軒の方形竪穴住居は、古式須恵器出現前後の様相をも

つ高不は見られるものの、それよりは新しい特徴を持つ甕などから古墳時代後期の住居趾と考え

られる。しかし、住居趾の密度は低く、ここに大集落が存在したとは考えられない。

石錘など

石錘は、表採品を含めて536点ある。ほとんどが両端打ち欠き石錘で、切れ目石錘は僅かに 2

点のみであった。石錘は、長さが 7 cm前後、幅が 5 cm前後のものが多く (第56図 )、 重さは50g

～120g程度のものが多い (第57図 )。 基本的には長軸方向を打ち欠き縦長に使用された (第56図 )

。切れ目石錘は小型であるが、両端打ち欠き石錘は極端に大、小の石は選択されていない。基本

的に網のオモリなど、単一で規格的な大きさの道具のオモリに使用されたようである。

磨石の石材には尾鈴山酸性岩類が使用されていた。採取地としては川南の海岸附近が考えられ

ていて、宮崎県各地に交易された特徴的な石材であるが、宝財原遺跡においては、他の遺跡で発

見される磨石とは異なった使用が想定される。一般に尾鈴山酸性岩製の磨石は背と腹が磨 り面と

して使用されるが、ここでは端部、側面が使用され、その部分が極端に摩耗しているのが観察さ

れる。単なる、使用者の好みなのか、通常の磨石と使用目的が異なっていたのか判然としない。

類例の増加を期待したい。
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第56図 石錘長幅散布図
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版
１

(1)宝財原遺跡遠景 (東から)

遺跡全景



図
版
２

(1)IA区 全景 (西から) (2)IA区 集石 1

IA区 集石 2



(1)IA区 集石 3
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版
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(2)IC区 遺物出土状況 (3)IC区 土層
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ID区・ IC区 全景 (東から)

滉1魏

(2)ID区 溝 4遺物検出状況
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(1)ID区 溝 4

12)I区 全景 (東 IE区から)
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(1)IE区 住居趾 (西から)

(2)IE区 住居趾 (北から)
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(1)IE区 土壌 (東から)

囲  IE区 土墳 (東から) (3)IE区 土層
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ⅡC区 遺構検出状況 (北から)
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(1)Ⅱ C区 土層 12)Ⅱ D区 土層



修)Ⅱ E区 司ヒ半遺構検出状況 (北から)

(3)HE区 住居趾埋土遺物検出状況 仰)HE区 住居趾



(1)Ⅱ E区 土層 (2)Ⅱ H区 土層

(3)Ⅱ I区全景 (南から)

“

)Ⅱ I区土層
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図
版
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(1)IC区 出土縄支土器 (番号は実測図に同じ)

(2)ID区 出土縄文土器



図
版
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(1)IE区 出土縄支土器 (76は I区出土)
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修)Ⅲ C区 出土縄支土器
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108

(1)Ⅱ D区 出土縄文土器

(2)Π E区 出土縄支土器
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(1)Ⅱ E区 出土縄支土器

(2)Ⅱ Eo ⅡF・ ⅢH・ Ⅱ I区 出土縄支土器
(HE:155・ 156  互F:166～ 170・ 176～178  ⅡH:179  Ⅱ I:186。 190)
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図
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(1)石錘 (IA:198,IC:200～ 202′ 204′ 206, ID:207′ 208)

２‐８

212

(2)石錘 (ID:209,210 1E:211^ψ 213 ⅡC:214～ 220)
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(1)石錘 (Ⅱ D:224,Ⅱ E:226′ 229～232,IF:233′ 234)
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(2)石鍾 (Ⅱ F:235～ 237,Ⅱ H:238～243,Ⅱ I:244～249)
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(1)石錘 (Ⅱ 区 :250, ID区 溝 :262)

(2)磨石・石皿 (IC:264,コ D:265,Ⅱ E:266)
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(1)磨石 。凹石 (Ⅱ C:268′ 269′ 272,IE:267′ 270,271)

(2)磨石・叩石 (ID:275,Ⅱ D:277,HE:273′ 274′ 278)
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(1)磨石 (Ⅱ E区 出土)

ZυZ                          291

(2)磨製石斧・円盤状石製品・スクレイパー (IC:289 ⅡE:286′ 287′ 290′ 292,

290

皿C:288)



縄文土器・土師器・陶磁器

IC :39    1D :53    1E :56′  60    1優こ: 70

EE:139′ 159  ⅡF:1 71  ⅡH:182′ 185

,電事系: 194′  197
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遺物検出状況
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惚)Ⅲ D区 遺構検出状況 (3)Ⅲ E区 遺構検出状況
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(1)Ⅲ F区 遺構検出状況 偉)Ⅲ G区 遺構検出状況

“

)Ⅲ H区 遺構検出状況
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縄文土器
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土錘・石鍾
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砥石様石器



西都市埋蔵文化財発綴調査報告書 1第20集

宝 財 原 遺 跡

平1成 6年 3月発行

編集発行 西 都 市 教 育 委 員 会

印 Ell所 な か む ら 印 刷 所




